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学内等における新型コロナウイルス感染症対応マニュアル 

令和 2 年 5 月 28 日策定 

令和 2 年 7 月 30 日改訂 

令和 3 年 3 月 1 日改訂 

 

学生及び教職員の健康・安全の確保と大学の事業の継続を目的に、学内等における具体的な場

面を想定し、次のとおり対応策を講じるものとする。 

なお、本マニュアルは、今後の感染状況や国・自治体の対応方針に応じて随時更新する。 

 

キャンパス内における対応 

1 感染予防意識の向上方策 

学生・教職員の感染予防への意識向上のため、次のとおり方策を講じる。 

（1）KISS やホームページを活用した適時の情報配信と感染予防意識の啓発 

（2）学生への資料配付による注意喚起   

（3）学内各所への啓発ポスター等の掲示 

 「『新しい生活様式』の実践例」（厚生労働省）など、最新情報のポスター掲示 

「手洗い励行」、「ソーシャルディスタンス」等の貼り紙掲示 など  

（4）ホームルーム、授業を通じた感染予防に対する指導・助言 

 

2 キャンパス入構時の確認体制（守衛・事務部） 

・入構者のサーマルカメラまたは非接触体温計によるチェック 

・登学学生（面接授業受講者、学内での遠隔授業受講者、その他許可者）のリストとの照合〈登

学制限時〉 

・「キタカエル・システム（学内滞在記録）」による学生の入構時刻及び下校時刻の登録 

・体調不良者への対応 → 保健室との連携 

  

3 施設内における環境整備（施設課・担当教員） 

感染拡大のリスク低減のため、次のとおり学内環境の整備に努める。 

（1） 使用教室の制限・座席指定 

① 面接授業及び学内での遠隔授業の受講に使用しない教室の施錠 

② 教室、図書館及び食堂等の共用スペースの指定座席表示と椅子の撤去 

   ・座席は 1.5ｍ程度の間隔を空ける（試験用の座席配置） 

または、1 席開けて交互に配置する（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

講義室（例） 食堂（例）

● ● ●

● ● ●

● ● ● ● ● ●

着席不可の表示
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（2） 各館入口、実験・実習室等及び所定場所への消毒液の設置 

（3） サーマルカメラ（非接触で熱を検知）の設置（入構者の体温チェック） 

（4） 各相談窓口へのフィルム・パーティションの設置（飛沫・接触の防止） 

（5） 動線とソーシャルディスタンスの確保 

① 食堂・売店、証明書発行機、事務窓口など、複数の学生が並ぶ場所での動線確保 

② 床面への立ち位置の表示 

（6） 使用頻度の高いトイレ洗面への薬用ハンドソープの設置（別置き） 

（7） 館内の消毒 

  ① 学生の授業教室及び使用が想定される場所については、毎日の清掃・予防消毒を実施す

る。また、学生の登学の状況に応じて清掃の頻度とシフトの調整を行う。 

・使用教室：机、椅子座面・背もたれ、扉の取っ手、PC、マイクの消毒 

（清掃時・授業終了後） 

   ・共用スペース：テーブル、椅子座面・背もたれ、扉の取っ手、手すりの消毒 

（清掃時、昼休み） 

   ・エレベーター：ボタン、手すりの消毒（清掃時） 

   ・トイレ：常時の清掃に加え、扉の取っ手・便座の消毒 

（清掃時・使用フロアの授業終了後） 

   ・その他：自動販売機の消毒（清掃時） 

  ② 実験・実習・演習室にあっては、①に加え、教員または学生による消毒を実施する。 

・PC 教室：消毒液を配置。使用する教員・学生によるキーボード及びマウスの消毒（授業

の前後） 

   ・実験・実習室：消毒液を配置。実験設備・備品等の消毒（授業終了後） 

   ・ピアノ演習室：消毒液を配置。ピアノの鍵盤、その他備品等の消毒（授業終了後） 

（8） 換気 

  ① 学生の授業教室及び使用が想定される場所については、次のような方法で定期的な換気

を行う。 

   ・授業中の 20 分おきの換気：窓・扉の開放 3 分程度 

   ・2 方向以上の窓・扉の一部の開放による常時換気または全ての窓・扉を一定間隔で開放 

（各講義室の開き扉用ストッパーの取付け・網戸設置箇所に黄色マーク） 

  ② 適時の大換気（空気の入替え）を行う。（朝、夕、授業終了後、清掃時） 

  

4 事務部の取組 

（1） 学生の入構時の点検 

① 授業開始前の時間帯に、守衛室と連携して学生の入構時の点検に当たる。複数名の事務

職員の配置により、学生のスムーズな入構に配慮する。 

② 体調不良学生に対する助言など、学生の事情に応じた対応を行う。 

（2） 学内授業環境の定期的な点検（巡回）・改善 

① 学生が学内で遠隔授業を受講する時間帯の、学修環境の点検と学生への助言を行う。 

② 点検結果は、授業担当者と情報を共有し、必要に応じて改善を図る。 

（3） 食堂等各共用スペースの適時の点検（巡回）・改善 

  ① 共用スペースの衛生環境について、定期的な点検を行う。 
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  ② 学生の利用状況を把握し、必要に応じた改善を図る。 

③ 不必要に学内に滞在している学生に対する助言を行う。〈登学制限時〉 

 

5 面接授業を実施する教員の取組 

（1）「面接授業を行う条件（2020.7.30 改訂）」（p.7 参照）に適った環境での授業実施 

   感染者発生時の濃厚接触者の特定を容易にするため、座席表による座席の指定や、活動グ

ループの記録が望まれる。 

（2）学生の遵守事項の指導 

   「新型コロナウイルス感染予防のための学生生活ガイドライン」より 

① こまめな手洗い・手指の消毒 

② 指定座席への着席、室内の十分な換気・空気の入替えの実施 

③ 最低限の館内移動・他者との接触、万一のための行動記録。 

  ④ 授業・用件の終了後の速やかな帰宅（登学制限時は学内で自習はしない） 

  ⑤ 当該授業の後に遠隔授業を受ける学生への注意喚起 

・移動時間がある場合は、自宅で受講するよう促す。〈登学制限・遠隔授業実施時〉 

・学内で受講する際の消毒、換気の徹底への指導 

（3）体調不良者への指導 

（4）教室内の PC 機器及びマイク、実験・実習・演習室の備品や機器消毒の徹底 

 

6 発熱、風邪症状等、体調不良者への対応   

（1）感染が疑われる症状がある場合の対応 

  ① 体温が 37.5℃以上（無症状でも）場合は解熱剤を使用しない状態で 37.0℃未満と確認で

きた日の翌日まで、または発熱、咳、全身倦怠感等がある場合は症状が消失するまで出

席停止（この場合、欠席として取り扱わない。教職員については休暇等で対応する。以下、同様。）

とする。 

② 37.5℃以上の発熱が 4 日以上（基礎疾患がある人は 2 日）続く場合や強いだるさ・息苦  

しさがある場合は、かかりつけ医や居住地の発熱等受診相談センター等に電話し指示に

従う。 

  ③ 37.1℃から 37.4℃の発熱や風邪症状が数日持続する場合は、医療機関を受診して健康確      

認し医師の指示する期間は出席停止とする。 

④ 37.1℃から 37.4℃の状態で風邪症状等が無ければ、体温測定の回数を増やす、人との接  

触を避ける、マスク着用等、いつも以上に注意して登学可とする。 

 

7 感染者・濃厚接触者への対応 

（1）感染者が判明した場合の対応 

  ① 第１報の受理 

・保健所や医療機関または本人（保護者）から感染が判明した旨の連絡を受けた教職員は、

速やかに事務部長に報告する。 

  ② 感染者への対応 

   ・感染者は、保健所の指示に従い医療機関または施設に入院・入所し治療、健康観察を行

う。 
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  ③ 感染者の出席（出勤）停止 

   ・感染者は、感染が判明した日（但し、判明前から体調不良で欠席していれば最終登校日

の翌日）から医師が治癒と認めた日まで出席（出勤）停止とする。 

  ④ 保健所が行う疫学調査への協力 

   ・感染者の所属集団や接触者の情報、学内外の活動履歴、学事日程等を準備し、保健所が

行う感染者調査及び濃厚接触者の特定のための調査に協力する。 

  ⑤ 臨時休校の検討 

   ・感染者の発生状況や保健所の疫学調査の結果、地域の感染状況から学内で感染が広がっ

ている可能性が高いと判断した場合は、学医の助言等を踏まえ学科単位、学年単位など

感染拡大の可能性に応じて範囲、期間等について検討する。 

⑥ 感染拡大防止 

   ・当該感染者が活動した範囲を特定して、特に高頻度で使用した機材や什器等を消毒用エ

タノールまたは、0.05％の次亜塩素酸ナトリウムにより消毒を行う。 

・必要に応じ保証人等に対し、感染症の発生状況の情報提供や対応策を説明し、検査や健

康観察及び臨時休校等の措置に対する理解と協力を得るよう努める。   

⑦ 感染者等への心のケア 

   ・感染者及びその家族等への差別・偏見・誹謗中傷などが生じないよう十分に配慮し、学

生相談室、保健室及び関係教職員が連携して感染者等の心の健康問題に適切に対応する。 

⑧ 公表等 

・感染者が特定されることのないようプライバシーの保護に十分に配慮しつつ、感染者の

発生状況や対応策について正しい情報を提供し、感染拡大防止及び風評被害の防止に努

める。 

⑨ 文部科学省への発生報告 

   ・文部科学省では感染事例の情報や知見を蓄積しており、感染者が発生した学校に対し発

生報告が求められている。 

（2）濃厚接触者と特定された場合の対応  

  ① 保健所の実施する健康調査への協力 

・保健所の指示に従い、濃厚接触者の検査・健康観察の実施等に協力する。 

   ・必要に応じ、保証人等への健康調査・検査及び感染予防行動の徹底について協力依頼の

通知を行う。 

  ② 出席停止 

   ・濃厚接触者と特定された場合は出席停止とする。 

・出席停止期間の基準は、感染者と最後に接触した日の翌日から起算して２週間とされて

いるが、健康観察期間中に症状が出た場合は保健所の指示に従い対応する。 

   ・家族が濃厚接触者と特定された場合には、保健所の指示する期間出席停止とする。 

学生寮における対応 

1 感染予防意識の向上方策 

（1）寮生の感染予防への意識向上のための対応は、「キャンパス内における対応」を準用する。 

（2）寮生対象の留意事項の周知により、感染予防対策の徹底を図る。   
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2 施設内における環境整備（施設課・寮監・業務委託職員） 

感染拡大のリスク低減のため、寮内環境の整備に当たっては、「キャンパス内における対応」

を準用する。 

 

3 感染予防のための寮生の行動 

（1）各寮生共通事項 

  ① 全員マスクを着用し、手洗い、手指の消毒を徹底する。 

  ② 共用スペースで過ごす時はマスクを着用する。 

  ③ 個人用の体温計を実家から持参し、毎日朝食前、帰寮後に検温を行い、記録し寮監に報

告する。 

   （風邪の症状等疑わしき状況がある場合は速やかに寮監に申し出る） 

  ④ 寮生同士の部屋の行き来、外泊、友達、家族の不要不急の来訪は当面禁止とする。（帰省

は可） 

  ⑤ 生活必需品の買い物を除き、不要不急の外出は自粛し、アルバイトは当面禁止とする。 

  ⑥ 部屋の換気はこまめに行い、掃除を徹底する。 

  ⑦ 門限時間を、当面 20 時に変更する。 

  ⑧ 廊下ではマスクを着用した上ですれちがうときなどは、会話は最小限に、ソーシャルデ

ィスタンス（１ｍ以上の間隔をとる）を心掛ける。 

（2）天神寮生の場合 

① トイレ使用後は各自便座、ふたなどを消毒する。 

② 食事は対面せず、片面方向に間隔をあけて座り、静かに喫食する。食事終了後は各自で

テーブルを消毒する。 

③ 風呂は当面シャワーのみとし、密にならないよう時間差で使用する。 

④ 寮室は当面 1 人部屋とする。 

⑤ パソコン室の使用は予約制とし、オンライン授業を優先とする。 

⑥ テレビ室の使用は当面禁止とする。 

（3）行幸寮の場合 

① 食事は部屋で 1 人で食べる。グループでの食事は当面禁止とする。 

② ラウンジの使用は予約制とし、オンライン授業を優先とする。テレビ、ビデオ視聴、飲

食、雑談は当面禁止とする。席は決められた椅子に間隔を空けて座る。（定員 15 名まで） 

③ ピアノ室の使用は一人 1 日 1 時間とし、複数での入室を禁止とする。 

 

4 寮監の取組 

（1）寮監は全員マスクを着用し、自らだけでなく、寮生にも手洗いや手指の消毒を徹底させる。 

（2）ドアノブ、電源スイッチ等をこまめに消毒する。 

（3）寮生が不要な外出、集団での談話をしていないか注意観察し、順守できていない寮生へ注意

指導する。 

 

5 感染が疑われる者が出た場合 

（1）感染症への感染が疑われる寮生が出た場合は、次のとおり対応する。 

① 経過観察 
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・天神寮では 1 人部屋の場合は自室に待機、相部屋の場合は療養ルームに隔離 

・行幸寮では自室に待機 

② 該当する寮の寮監は、速やかに学生の所属するキャンパスの学生課長に報告する。 

③ 学生課長は、学生部長に報告する。 

④ 学生部長は、学長、危機管理委員長及び法人本部長に報告する。 

⑤ 学生課長は、保健室と対応を協議するとともにかかりつけ医または「新型コロナウイル

ス専用健康相談窓口」（神戸市）に電話連絡し、指示を仰ぎ、学生部長及び保健室長と今

後の対応を協議する。 

⑥ 学生課長は、当該学生の保証人に連絡し、対応について報告する。 

⑦ 経過及び対応について、両キャンパス学生部での情報共有を図る。   

（2）夜間緊急時に疑いのある者が出た場合 

① 寮監は、「新型コロナウイルス専用健康相談窓口」（神戸市）に電話相談し指示を仰ぐ。 

② 速やかに該当学生の所属するキャンパスの学生課長に報告する。 

 

 

   

 

6 感染者が出た場合 

（1）寮生が感染症と診断された場合には、次のとおり対応する。 

① 学生課長が感染者を探知した場合は、学生部長及び事務部長に速やかに報告する。 

② 学生部長はその保健所の指示内容に基づき、寮内の感染拡大防止に努める。 

  ③ 学生部長は学長、危機管理委員長及び法人本部長に報告する。 

（2）感染者が出た寮は、保健所の指示に基づき、保健室と協力して他の寮生全員の健康状態を観

察する。発熱等の認められる学生がいる場合は、前項「5 感染症への感染が疑われる者が出

た場合」に基づき対応する。また、寮内について必要な消毒作業を行う。 

（3）寮内に感染症のクラスターが発生した場合、対策本部は寮を閉鎖するかどうか検討し、判断

する。寮を閉鎖する場合でも、保健所が濃厚接触者に特定した寮生等について、寮での健康

観察を指示する時は寮に留め、2 週間の経過観察を行う。それ以外の寮生については、原則

として保証人の自家用車により帰省し、自宅で健康観察をする。 

その他（参考資料） 

このマニュアルと併せて、次の資料を参照すること。 

 
〇 令和 2 年 6 月 5 日付け 2 文科高第 238 号「大学等における新型コロナウイルス感染症への対応

ガイドラインについて（周知）」 
〇 学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアル 

～「学校の新しい生活様式」～（2020.12.3 Ver.5) 
文部科学省ホームページ https://www.mext.go.jp/a_menu/coronavirus/mext_00029.html 

  

・「新型コロナウイルス専用健康相談窓口」（神戸市）  

078-322-6250（専用ダイヤル）（土日祝含む 24 時間） 
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面接授業を行う条件 

2020.3.30 

学 長 

（2020.7.30改訂） 

 

面接授業は以下の条件を満たして行ってください。学生たちには、授業時間のみならず、休み

時間や通学時、さらには日常生活においても、感染予防を十分に意識した振る舞いができるよう

に、授業での実践を通じてご指導ください。 

 

＜教室・施設＞ 

① 大教室を除き、原則50人を超えない。 

② 手を伸ばして届かない距離を保って着席。 

試験対応の座席（できれば、前後１列空ける）を目安とする。 

③ 室温管理に留意しつつ、十分な換気を行う（少なくとも20分おきに部屋の空気を全て入れ替え

る。または必ず２方向以上の一部の窓・扉を常時開放）。 

④ 消毒薬の用意 

⑤ 施設課により、教室は1日1回以上消毒薬を用いた清掃を行う。また、施設内のドアノブ・取っ

手・手すり・エレベーターのボタン等をこまめに消毒する。 

 

＜出席者の行動＞ 

⑥ 全員マスク着用（私語厳禁。発言中もマスクをとらない：マスクが入手できない場合は文科

省が推奨する手作りマスクを学生が準備） 

⑦ 授業前後で衛生的手洗いを行う。 

⑧ 休み時間は、全面的に空気を入れ替える。 

 

＜出席の条件＞ 

⑨ 毎朝・毎晩検温・記録 

（両キャンパス正門付近での非接触式体温計による体温確認） 

当日朝37.5℃以上の場合は欠席 

前日夜や当日朝37℃以上の場合は、学内でもこまめに検温。37.5℃以上あれば帰宅 

⑩ 感冒症状やコロナを疑わせる症状がある場合は、平熱でも欠席。花粉症症状は除くが、区別が

つかないときは欠席。欠席すべき症状のまま登学した場合は、保健室へ誘導。 

――上記の理由により欠席、早退した場合は、必ずレポート等の代替措置を取る。 

 

【学内での実験・実習の場合の追加事項】 

⑪ マスクに加え、可能な限りゴーグルまたはフェイスシールド着用。 

⑫ こまめな衛生的手洗い。 

⑬ 座席は手を伸ばして届かない距離を保つことを原則とし、あらかじめ実験室ごとに検討。 

必要に応じて人数を分けて実習を行う。 

⑭ 私語厳禁。会話が必要な実習については、距離を取ってマスクをしたまま会話をする。 

できるだけ授業の工夫により、会話を回避すべく、個別に検討。 

⑮ その他、各実習の固有な条件については、関連・近隣領域の複数の教員により定める。 

 

以上  

（参考 1） 
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（厚生労働省ホームページより-200619 記載内容変更-） 

 

（参考 2） 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000641743.pdf

